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おやま～る北側の駐車場利用は、高齢の方や妊婦、
幼児連れの方、障がいをお持ちの方、大きな荷物等
がある方に限定させていただいています。

一般の方は市役所の駐車場をご利用ください。

地域見える化情報庫は、社会課題とそれに対する市や団体の取り組みをまと
めた情報です。HPに記事を掲載しております。多目的室には20テーマの新
聞の切り抜きファイルがあります。

ヤングケアラーとは、本来大人が担うような家事や家族の
世話などを日常的に行っている子どもとされています。ケ
アが必要な障がいや病気のある親や祖父母、きょうだい、
その他の親族などのサポートを日常的に行っています。栃
木県では、ヤングケアラーについて理解を深めるために、
各市で講演会が行われています。講演会を通してはじめて
ヤングケアラーの存在を知ったという声も多く、ヤングケ
アラーについての理解を広めることに繋がっています。小
山市では、小山市こども家庭センターにある「こども家庭
相談係」にヤングケアラーについての相談窓口を設けてい
ます。
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「おやま～る」の5年間を振り返って

させました。もちろん、古河、小針、横尾、服部の常
任スタッフや多くの非常勤スタッフの尽力も欠かせま
せんでした。
私たちが「おやま～る」の前身の小山市ボランティ

アセンターに関わったのは20年近く前でした。その頃
は、都道府県から市町村に至るまで、大半の自治体が
「協働」や「市民活動」を標榜し政策に取り入れ、選
挙のテーマにもなりました。現在ではこのような主張
はあまり聞かれなくなりました。それは、市民が公の
ため、社会課題のため、地域活性化のために活動する
ことが広く普及し、「あたりまえ」になってきたため
だと思っています。このように状況が変化してきたこ
とに対して、市民活動を促進し支援するセンターが大
きな役割を果たしてきたことは明白であります。
大きな懸念が一つあります。「おやま～る」のよう

な指定管理運営の中間支援組織から、意欲ある中堅若
手の有能な人材が他の業界や一般企業に流失して減少
していることです。その最大の原因は、彼らの仕事に
対する低賃金があげられます。彼らの多くはボラン
ティアコーディネーターの資格をもつ専門職でありま
す。まちづくりの中核を担っている彼らの重要性を、
行政も市民もさらに理解していかなければなりません。
いずれにしても、「おやま～る」の2025年度から

の活動のさらなる充実、発展、飛躍を心から願ってお
ります。

（ゆめ評定 代表 結城 史隆）

市民団体「ゆめ評定」が小山市より小山市市民活
動センター「おやま～る」の管理運営の委託を受け
てから、もうすぐ5年を終えようとしています。時の
流れの速さをひしひしと感じるとともに、さまざま
な出来事、思いが去来します。

2020年当時、4月1日の業務開始に向けて、さまざ
まな準備に追われていました。しかし、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大により、緊急事態宣言が発令
され、4月半ばから一ヶ月近く全面休館となりました。
宣言が解除後も、再度の宣言や重点措置などで、研
修室の利用制限や人数制限など、市民の方々には大
変なご不便、ご迷惑をおかけしました。しかし、皆
様のご理解とご協力により「コロナ禍」を乗り切れ
たことを心から感謝しております。
「おやま～る」は中間支援組織と呼ばれるもので、

市民活動、ボランティア活動、地域活動などに取り
組んでいる個人や団体を支援するための拠点施設で
す。私たちは、運営の指針として、➀相談対応、②
連携・交流の促進、➂情報の収集と発信、➃学習機
会の提供と人材育成、⑤活動場所の提供、⑥調査・
研究とプログラムの開発の6機能をあげました。
２年後には、これらの重要な機能をさらに進化さ

せるために、また、若い発想法、行動力に期待して、
私はセンター長を辞してアドバイザーとなり、後任
を宮岸氏にお願いしました。氏は「地域の、日本の、
世界の人々を笑顔にする」ことを信条にしており、
さまざまな企画、セミナー、イベントなどを創出し、
「おやま～る」を卓越した市民活動センターに発展

5年間、ありがとうございました。
小山市市民活動センター「おやま～る」の指定管理団体「ゆめ評定」
は5年間の任期を終えます。次年度からは、小山市の更なる市民活動
活性化のために、次の団体へ役割を引き継ぐこととなりました。

「ゆめ評定」が運営するおやま～るでは下記の4つを重点取り組み
として5年間、小山市の市民活動のサポートを行ってきました。

この5年で新型コロナウイルス感染症の時期を乗り越え、新しい市民活動も誕生しました。その
活動の継続や発展を支えていきたいとの思いで、これまで各事業を実施してきました。
そして、これからも市民活動センターは皆さんの「地域のために活動をしたい」という想いをカ
タチにするサポートをし、応援していきます。引き続き小山市市民活動センター「おやま～る」
をよろしくお願いいたします。

最終号

取組み③ 企業とNPOとのパートナーシップ

市民の立場でまちをより良くしていくためにどう
すればいいのか様々な立場の人を交えて考える場
「SDGs×まちづくりカフェ」を実施したり、企業
と市民団体がパートナーシップを組んで地域課題
の解決にあたるためにワークショップ「未来そう
ぞうダイアログ」を行うなど、企業とNPOのマッ
チングに挑戦しました。

取組み④ 災害関係

社会福祉協議会と市民活動団体と協働し、平時のコミュニケーショ
ンを大切にしながら発災時のスムーズな連携を図れる体制づくりを
行うために災害ボランティアネットワーク「おやま防災」 を立ち上
げ、実施・運営してきました。

取組み② 課題解決実践支援

小山市の市民活動を更に活性化させ
るために想いのある団体に対してお
やま～るが相談に乗ったり提案を行
うなど、団体が次のステップに進む
ための伴走支援事業「想いをカタチ
にする活動応援事業」を立ち上げ、
年間を通して伴走支援してきました。

連携・協働のきっかけとなる交流の場を創出
「企業×NPO」「STONY」

「こどもの育ちを支える“たまりば”」
「傾聴ボランティア協議会」など！

取組み① 社会課題とその解決に向き合う市民

社会課題を知るきっかけづくりとして「地域課題見
える化事業」を始め、社会課題情報の整理と発信を
行いました。さらに地域課題に向き合う市民からの
相談に対し課題の原点となる想いや現状等を深掘り
し、よりその人らしい対応策を見いだせるよう、共
に検討する場「課題解決ミーティング」を設け、実
践してきました。
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「りんくる」は、障がいの有無に関わらず、誰もが暮らしやすい社会の実現を目指し
て、複数の大学から集まったメンバーによって運営される任意団体です。団体名には、
「人々が繋がる場所、また来たいと思える場所をつくる」（リンク＋来る）という想い
が込められています。

代表 高橋 剛志さん

りんくる

「日本語とびらの会」は、外国人を対象に暮らしのための日本語を教えています。1998年
に中央公民館で開催された「日本語教授法講座」を受講したメンバーで結成しました。

日本で生活する外国人は、年々増加しています。そ
んな人たちの日本での暮らしを少しでも支援したいと
いう想いで「日本語の“とびら”を開く」ための活動を
続けてきました。

現在は毎週木曜日に活動しています。一緒に活動す
る人も募集していますので、日本語ボランティアに興
味のある人は、ぜひ見学にお越しください！

代表 内山 邦子さん

日本語 とびらの会

2月と3月の事業

日本文化の理解、地域においての生活がスムーズ
にいくよう手助けしています。「運転免許の試験勉
強」「日本語能力試験」など、それぞれに今必要と
なる学びをサポートしています。学習者から近況を
聞けたり、上達する姿を見られたりすることは嬉し
いことです。

小山市市民活動センター事業は
①HPの申込みフォーム ②電話(0285-20-5562）③来館にて受付け

Instagram

➀障がい児や地域の子どもたち向けのイベント企画。2023年12
月に初企画の「クリスマスマーケット」を小山市で実施し、バ
ルーンアート、リース作りなどを用意して障がいのある子どもた
ちも思い切り楽しめる工夫をしました。2024年10月に「おやま
フェスタ」を小山の御殿広場で開催しました。県内の大学と合同
で行った地域の大きなイベントとして、今後も継続していければ
と思っています。 
➁障がい者就労施設の情報発信（明るい未来を奏でようプロ

ジェクト）。就労施設を取材し、就労を考える人が、施設を選ぶ
時の参考にできるプロモーション動画を作成する活動です。作成
した動画は、施設のスタッフが講演会で使用される他、明るい未
来を奏でようプロジェクトのInstagramで紹介しています。

代表の高橋さんは、団体設立前に多くのボランティア活動を経験し、その中
で障がい児を育てる親御さんから「プールや遊園地に行くのが難しい」という
声を耳にしました。この何気ない一言から、障がい児やその家族の居場所が限
られている現状に気づき、2022年に宇都宮大学で「障がい児支援サークル
NOBA」を立ち上げました。その後、活動の場の輪を広げるために、他大学の
学生と協力して設立したのが、「りんくる」です。活動は主に２つあります。 

「りんくる」の活動が、誰もが暮らしやすい社会の一助になればと思っています。 

コミペ「おやま～る」は小山市市民活動センターの登録団体（代表者）にお届けしています。また、小山市内の
公共施設や栃木県内の中間支援センターなど市民活動に携わる方が出入りする場所に置かせていただいています。

学びに来ている学習者は、日本語のレベルに合わ
せてテキストを使い分け、カードゲームなども取り
入れ、ゲームを通して自分が伝えたい言葉を考え、
「もっと、話したい」という意欲につながっていま
す。

今年度スタートした「たまりば」プロジェクトの総まとめとこれからについて、みんなで話し合う
時間です！こどもたちが安心して過ごし、成長できる『居場所』の必要性と、その実現に向けた課
題を共有します。石井大一郎教授をお迎えして、皆さんで一緒に話し合います。

～こどもの育ちを地域で支えるために～おやまのたまりばシンポジウム

日 時｜2/15（土）10:00～12:00
場 所｜おやま～る 研修室
定 員｜30名程度
参加費｜無料
共 催｜たまりばBrains

申込み

日 時｜奇数月 第２日曜日 10:00～12:00
（１月のみ第３日曜日）

3/9（日）
＊お1人様30分を目安とさせていただいております。
場 所｜おやま～る 研修室
申込み｜申込みフォーム、電話、来館
共 催｜小山市社会福祉協議会、

小山市傾聴ボランティア協議会

対面傾聴「傾聴ルームおやま」
その気持ち傾聴ボランティアがお聴きします

申込み

毎週木曜日10:00～11:30
場所：小山市市民活動センター
初回・18歳未満：無料
2回目から：200円

◇◆2025年4月以降の申請事項に関するお知らせ（別紙参照）◆◇
団体の登録：4月より窓口・メール・FAX受付

先行申込：これまで通り4か月後末日までの予約希望を窓口受付 ※「市民活動団体」登録後に申請可
申請期間：15日～25日

ロッカー申請：４月より窓口受付 ※「市民活動団体」登録後に申請可

小山市市民活動保険：5月より窓口受付（※提出書類要確認）

小山市民活動推進補助金：3月中旬から4月頃より申請要項の公開予定、5月に申請受付予定

●シンポジウムアドバイザー：
石井 大一郎 教授（宇都宮大学 地域デザイン） 

➀コンセプトスピーチ
スピーカー：髙橋弘美さん

（NPO法人子どもの育ちを支える会サクラネット小山） 
➁リレートーク「多世代交流のたまりば」 
③わっかトーク「みんなで話そう！私たちの「たまりば」」

日 程｜3月上旬
定 員｜30名程度（申込必須）  
参加費｜無料

小山市、下野市、野木町、茨城県結城市の市民活動の相互交流の場です。
ユニバーサルスポーツボッチャを通して交流した後に、交流を深める座談会を開催します。
①ボッチャを通した交流
②参加者同士の座談会

第４回小山地区定住自立圏～ボッチャde交流会～（仮）

主 催｜
（小山市）小山市市民活動センター
（下野市）下野市役所市民協働推進課
（野木町）野木町役場生活環境課
（結城市）結城市役所まちづくり協働課

申込み

イタリア発祥の障害者スポーツ。
脳性麻痺などにより運動能力に障
害がある競技者向けに考案された
柔らかいボールを使うスポーツで
す。パラリンピックの競技として
も注目される他、誰でも参加でき
るユニバーサルスポーツとして地
域の交流イベントで実施されるな
ど、身近に楽しむことのできる
ツールの一つでもあります。

※詳細が決定しましたら、窓口、ホームページ、SNS等でお知らせいたします。
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